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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第３四半期連結累計期間における我が国の経済は、政府による金融政策、財政政策を背景に緩やかな回復基

調が見られたものの、依然として個人消費の低迷は続いており、これに加え新興国経済の下振れ懸念もある等、

景気の先行きについては不透明な状況が続いております。

　外食産業におきましては個人消費の回復が本格的に至らない中、原材料価格の高止まりや雇用環境の変化に伴

う人材コストの増加も加わり、依然として厳しい経営環境となっております。

　このような状況のもと、当社グループは「健康的で美味しい食事」を「より価値ある価格で提供する」ことを

基本として、３月より新商品を投入したメニュー施策や、快適な食事空間提供のためにサービス力の強化に努め

てまいりました。

　売上高につきましては、今年６月にオープンした「まるまつ吉岡店」や同８月にオープンした「まるまつ荒井

店」および「まるまつ寒河江店」が寄与したものの、アルコール類の販売キャンペーンの見直しに伴う客数の減

少を補うまでには至らず、売上高は前年同期比で減少いたしました。その一方で、新店舗開店に係る初期費用の

発生、および人件費の上昇の継続により費用が増加しました。また、一部店舗に係る減損損失等66百万円を特別

損失として計上いたしました。

　以上の結果、当第３四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高61億11百万円（前年同期比0.5％減）、

営業利益は２億14百万円（同34.1％減）、経常利益は２億22百万円（同30.8％減）、親会社株主に帰属する四半期

純利益は90百万円（同45.3％減）となりました。

（２）財政状態に関する説明

　当第３四半期連結会計期間末における総資産は63億80百万円となり、前連結会計年度末と比較して18百万円増

加いたしました。

　流動資産の合計は、前連結会計年度末と比較して64百万円増加して10億69百万円となりました。これは主に現

金及び預金の増加56百万円と、商品及び製品の増加13百万円によるものです。

　固定資産の合計は、前連結会計年度末と比較して45百万円減少して53億11百万円となりました。これは主に有

形固定資産の取得２億39百万円と減価償却費の計上２億４百万円、および長期貸付金の減少45百万円によるもの

です。

　負債総額は、前連結会計年度末と比較して12百万円減少し31億86百万円となりました。これは主に未払法人税

等の減少１億20百万円と長期借入金（1年内返済予定長期借入金を含む）の増加59百万円、および未払費用の増加

50百万円によるものです。

　純資産は、前連結会計年度末と比較して30百万円増加し31億94百万円となりました。

　この結果、自己資本比率は50.0％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　現時点では平成28年10月４日に公表いたしました連結業績予想に変更はありません。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

　 該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

　 該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更）

　（企業結合に関する会計基準等の適用）

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」とい

う。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計基

準」という。）等を、第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分

変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上

する方法に変更いたしました。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定

的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財

務諸表に反映させる方法に変更いたします。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配

株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計期間及び

前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

　企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）、連結会計基準第44－５項（４）及

び事業分離等会計基準第57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首

時点から将来にわたって適用しております。

　なお、当第３四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額はありません。

　（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

　法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応

報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附

属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

　なお、この変更による損益に与える影響は軽微であります。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成28年２月29日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年11月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 634,751 691,093

売掛金 20,020 20,586

商品及び製品 151,595 165,139

原材料及び貯蔵品 22,631 17,052

繰延税金資産 19,626 20,053

その他 156,806 155,720

流動資産合計 1,005,432 1,069,646

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,105,618 2,110,277

機械装置及び運搬具（純額） 70,926 62,531

工具、器具及び備品（純額） 116,636 115,163

土地 1,933,738 1,933,738

建設仮勘定 - 5,611

有形固定資産合計 4,226,919 4,227,323

無形固定資産 83,547 75,488

投資その他の資産

投資有価証券 1,083 1,083

長期貸付金 336,293 291,183

敷金及び保証金 615,622 618,019

繰延税金資産 56,159 64,062

その他 119,615 109,870

貸倒引当金 △82,417 △75,683

投資その他の資産合計 1,046,356 1,008,535

固定資産合計 5,356,823 5,311,347

資産合計 6,362,255 6,380,993

負債の部

流動負債

買掛金 184,179 206,316

1年内返済予定の長期借入金 894,029 886,158

未払法人税等 142,573 22,330

賞与引当金 20,297 -

ポイント引当金 2,931 3,098

その他 414,768 447,849

流動負債合計 1,658,778 1,565,753

固定負債

長期借入金 1,391,624 1,459,304

長期未払金 10,400 10,400

資産除去債務 97,240 109,048

その他 40,522 41,964

固定負債合計 1,539,787 1,620,717

負債合計 3,198,566 3,186,470

純資産の部

株主資本

資本金 1,238,984 1,238,984

資本剰余金 973,559 973,559
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利益剰余金 978,041 1,008,649

自己株式 △29,614 △29,614

株主資本合計 3,160,971 3,191,579

非支配株主持分 2,717 2,943

純資産合計 3,163,689 3,194,522

負債純資産合計 6,362,255 6,380,993
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年３月１日
　至 平成27年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年３月１日
　至 平成28年11月30日)

売上高 6,142,195 6,111,161

売上原価 1,939,751 1,901,247

売上総利益 4,202,443 4,209,914

販売費及び一般管理費 3,876,518 3,995,027

営業利益 325,924 214,887

営業外収益

受取利息 8,628 7,225

協賛金収入 9,942 9,891

受取賃貸料 60,052 68,193

その他 11,458 10,071

営業外収益合計 90,082 95,381

営業外費用

支払利息 17,981 12,519

賃貸費用 68,669 73,186

貸倒引当金繰入額 5,498 -

その他 1,717 1,582

営業外費用合計 93,867 87,288

経常利益 322,139 222,980

特別利益

受取補償金 4,263 -

特別利益合計 4,263 -

特別損失

店舗閉鎖損失 - 7,479

減損損失 10,838 58,827

固定資産売却損 - 185

固定資産除却損 2,132 102

特別損失合計 12,971 66,594

税金等調整前四半期純利益 313,432 156,385

法人税、住民税及び事業税 145,213 73,888

法人税等調整額 2,338 △8,409

法人税等合計 147,552 65,478

四半期純利益 165,880 90,907

非支配株主に帰属する四半期純利益 234 225

親会社株主に帰属する四半期純利益 165,645 90,681
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年３月１日
　至 平成27年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年３月１日
　至 平成28年11月30日)

四半期純利益 165,880 90,907

四半期包括利益 165,880 90,907

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 165,645 90,681

非支配株主に係る四半期包括利益 234 225
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　 該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間（自 平成27年３月１日 至 平成27年11月30日）

　当社グループの報告セグメントはレストラン事業のみであり、他の事業セグメントの重要性が乏しいため、記

載を省略しております。

当第３四半期連結累計期間（自 平成28年３月１日 至 平成28年11月30日）

　 １．報告セグメントごとの売上高および利益又は損失の金額に関する情報

　当社グループの報告セグメントはレストラン事業のみであり、他の事業セグメントの重要性が乏しいため、記

載を省略しております。

　 ２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　 （固定資産にかかる重要な減損損失）

　 当第３四半期連結累計期間に「レストラン事業」セグメントにおいて58,827千円の減損損失を計上しておりま

す。
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